
(57)【要約】

【課題】　デスクのシステマティックで自在な展開性を

より柔軟な態様で拡張できると共に、そのための接合構

造を大幅に簡素化した自在な展開ができるようにしたデ

スクを提供すること。

【解決手段】　左右側壁１，２と前後壁３，４を具備し

て上面を開放した横長溝状に形成し、かつ、左右両側に

自立用脚部５を設けた横長溝型状で溝内部を配線スペー

スとする配線コア体BCを形成し、該配線コア体BCとその

前面又は後面若しくは前後面に結合した天板支持部材６

，７に、長さが異なる天板８～12の中から選択した少な

くとも１枚の天板を支持させたこと。

【選択図】図１７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 左 右 側 壁 と 前 後 壁 を 具 備 し て 上 面 を 開 放 し た 横 長 溝 状 に 形 成 し 、 か つ 、 左 右 両 側 に 自 立
用 脚 部 を 設 け た 横 長 溝 型 状 で 溝 内 部 を 配 線 ス ペ ー ス と す る 配 線 コ ア 体 を 形 成 し 、 該 配 線 コ
ア 体 と そ の 前 面 又 は 後 面 若 し く は 前 後 面 に 結 合 し た 天 板 支 持 部 材 に 、 長 さ が 異 な る 天 板 の
中 か ら 選 択 し た 少 な く と も １ 枚 の 天 板 を 支 持 さ せ た こ と を 特 徴 と す る デ ス ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 配 線 コ ア 体 は 、 夫 々 下 面 に 自 立 用 脚 部 が 取 り 付 け ら れ る 所 要 厚 み を 有 す る 左 右 側 壁 と 該
左 右 側 壁 に 結 合 さ れ る 前 後 壁 と を 、 平 面 視 横 長 矩 形 状 を な す よ う に 結 合 し た 請 求 項 １ の デ
ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 配 線 コ ア 体 は 、 左 右 側 壁 に お い て 同 じ 配 線 コ ア 体 を 直 接 連 結 す る よ う に し た 請 求 項 １ 又
は ２ の デ ス ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 配 線 コ ア 体 に お け る 左 右 側 壁 の 上 部 を 凹 状 に 形 成 し 該 凹 状 部 を パ ー ツ 取 付 部 又 は 配 線 挿
通 部 と し て 利 用 し た 請 求 項 １ 又 は ２ の デ ス ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 の 外 面 又 は 前 後 壁 と 左 右 側 壁 の 外 面 は 、 少 な く と も 外 面 の 長 さ 方 向
に 沿 っ た 溝 を 有 し 、 該 溝 を 天 板 支 持 部 材 な ど の 結 合 部 と し て 用 い た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か の デ ス ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 配 線 コ ア 体 は 、 そ の 前 面 又 は 後 面 若 し く は 前 後 面 の 略 全 幅 に 亘 る 凹 溝 が 設 け ら れ た 請 求
項 ５ の デ ス ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 配 線 コ ア 体 の 前 面 と 後 面 は 、 当 該 コ ア 体 を 形 成 す る 前 後 壁 の 外 面 又 は 前 後 壁 と 左 右 側 壁
の 外 面 に よ り 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か の デ ス ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 天 板 支 持 部 材 は 、 配 線 コ ア 体 の 前 後 面 の 溝 に 結 合 さ れ る 壁 結 合 部 と 、 天 板 奥 行 方 向 で 少
な く と も 所 定 の 間 隔 を 有 す る 少 な く と も ２ 箇 所 の 天 板 結 合 部 と 、 ２ 箇 所 の 天 板 結 合 部 を 連
結 し た 連 結 部 と 、 該 連 結 部 の 中 間 部 分 か ら 下 方 へ 延 設 さ れ た 脚 部 と か ら 成 る 天 板 支 持 脚 部
材 で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か の デ ス ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 天 板 支 持 部 材 は 、 配 線 コ ア 体 の 前 後 面 の 溝 に 結 合 さ れ る 壁 結 合 部 と 、 該 結 合 部 か ら 天 板
裏 面 側 に 延 設 さ れ 当 該 天 板 の 裏 面 に 結 合 さ れ る 天 板 結 合 部 と か ら 成 る 側 面 視 大 略 「 状 に 形
成 し た 天 板 支 持 腕 部 材 で あ る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か の デ ス ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 配 線 コ ア 体 自 体 が 形 成 す る 溝 の 内 部 に は 、 左 右 に 移 動 可 能 な 略 門 型 の フ レ ー ム ， 配 線 ト
レ ー ， 配 線 ダ ク ト の 少 な く と も １ つ を 架 装 す る よ う に し た 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か の デ ス
ク 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ２ 以 上 の 配 線 コ ア 体 を 左 右 方 向 で 各 コ ア 体 の 側 壁 同 士 に お い て 連 結 し 、 連 結 コ ア 体 の 全
長 内 に 互 に 密 接 し た 状 態 乃 至 は 適 宜 の 距 離 で 離 隔 し た 状 態 で 収 ま る よ う に 、 長 辺 又 は 短 辺
の 長 さ を 選 択 し た ２ 枚 以 上 の 天 板 を 、 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に お け る 前 後 面 の 両 外 側 の 端 部
に 取 付 け た 天 板 支 持 脚 部 材 と 、 該 支 持 脚 部 材 に 挟 ま れ て 中 間 部 分 に 位 置 す る 前 後 面 に 取 付
け た 天 板 支 持 腕 部 材 又 は 天 板 支 持 脚 部 材 と に 支 持 さ せ て 設 け た 請 求 項 ２ ～ 10の い ず れ か の
デ ス ク 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 天 板 の エ ン ド 部 に は 、 配 線 コ ア 体 に 直 交 す る 向 き の パ ネ ル 体 を 設 け た 請 求 項 ２ ～ 11の い
ず れ か の デ ス ク 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 配 線 コ ア 体 自 体 が 形 成 す る 溝 の 両 端 部 に は 、 上 部 フ レ ー ム 用 の 柱 部 材 を 立 設 す る と 共 に
、 左 右 の 柱 部 材 に 横 ビ ー ム 材 を 架 設 し て 上 部 フ レ ー ム を 形 成 し 、 該 上 部 フ レ ー ム の 横 ビ ー
ム 材 に 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ， 平 板 状 デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ ， シ ェ ル フ の 少 な く と も 一 つ を 着 脱 可
能 に 設 け る よ う に し た 請 求 項 １ ～ 12の い ず れ か の デ ス ク 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 上 部 フ レ ー ム の 横 ビ ー ム 材 は 、 柱 部 材 の 前 後 両 側 に 、 少 な く と も 配 線 コ ア 体 が な す 溝 幅
の 間 隔 を 有 し て 架 設 さ れ て い る 請 求 項 13の デ ス ク 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 天 板 は 、 長 辺 と 短 辺 の 長 さ が 異 な り 、 か つ 、 該 長 辺 と 短 辺 に よ る 少 な く と も 一 つ の 直 角
部 と そ の 天 板 中 心 に 関 し 非 対 称 の 平 面 形 状 を 有 し て お り 、 当 該 天 板 の 長 辺 又 は 短 辺 に お い
て 天 板 支 持 部 材 を 介 し 配 線 コ ア 体 に 結 合 さ れ る こ と に よ り デ ス ク 天 板 に 形 成 さ れ て い る 請
求 項 １ ～ 14の い ず れ か の デ ス ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 様 々 な 形 状 並 び に 形 態 の 天 板 を 選 択 的 に 組 込 む こ と が で き る と 共 に 、 様 々 な
形 態 ， 機 能 を 有 す る オ プ シ ョ ン パ ー ツ の 選 択 的 装 着 を 可 能 に す る こ と に よ り 、 オ フ ィ ス に
お け る 多 様 な デ ス ク 形 態 、 或 は 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 形 態 な ど に 容 易 か つ 迅 速 に 自 在 か つ
シ ス テ マ テ ィ ッ ク な 展 開 を 可 能 に す る デ ス ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 様 々 な 形 態 に 展 開 で き る デ ス ク は 、 特 許 文 献 １ ～ ３ な ど に よ り 公 知 で あ る 。 こ
れ ら の デ ス ク は 、 様 々 な 形 態 に 展 開 可 能 で あ る こ と を 実 現 す る た め に 、 夫 々 に 独 自 の 工 夫
が 施 さ れ た も の で あ る が 、 未 だ 解 決 す べ き 問 題 も 包 含 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 即 ち 、 上 記 の 公 知 デ ス ク に 共 通 す る 難 点 は 、 展 開 形 態 に 柔 軟 性 が 乏 し い こ と 、 並 び に 、
概 し て 展 開 の た め の 接 合 構 造 が 複 雑 に な り が ち な 点 な ど に あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － １ ３ ７ ９ ４ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 昭 ６ １ － ３ ７ ４ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ２ ０ ０ ３ － ２ ０ ４ ８ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 で は 、 デ ス ク の シ ス テ マ テ ィ ッ ク で 自 在 な 展 開 性 を よ り 柔 軟 な 態 様 で 拡 張
で き る と 共 に 、 そ の た め の 接 合 構 造 を 大 幅 に 簡 素 化 し た 自 在 な 展 開 が で き る よ う に し た デ
ス ク を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た 本 発 明 デ ス ク の 第 一 の 構 成 は 、 左 右 側 壁
と 前 後 壁 を 具 備 し て 上 面 を 開 放 し た 横 長 溝 状 に 形 成 し 、 か つ 、 左 右 両 側 に 自 立 用 脚 部 を 設
け た 横 長 溝 型 状 で 溝 内 部 を 配 線 ス ペ ー ス と す る 配 線 コ ア 体 を 形 成 し 、 該 配 線 コ ア 体 と そ の
前 面 又 は 後 面 若 し く は 前 後 面 に 結 合 し た 天 板 支 持 部 材 に 、 長 さ が 異 な る 天 板 の 中 か ら 選 択
し た 少 な く と も １ 枚 の 天 板 を 支 持 さ せ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 配 線 コ ア 体 は 、 夫 々 下 面 に 自 立 用 脚 部 が 取 り 付 け ら れ る 所 要 厚 み を 有 す る 左 右
側 壁 と 該 左 右 側 壁 に 結 合 さ れ る 前 後 壁 と を 、 平 面 視 横 長 矩 形 状 を な す よ う に 結 合 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 配 線 コ ア 体 の 前 面 と 後 面 は 前 後 と 左 右 側 壁 の 外 面 が 形 成 し 、 こ れ ら の 外 面 は そ の
長 さ 方 向 に 沿 っ た 溝 を 有 し 、 該 溝 を 天 板 支 持 部 材 な ど の 結 合 部 と し て 用 い ら れ る よ う に 形
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成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 本 発 明 デ ス ク の 天 板 支 持 部 材 は 、 配 線 コ ア 体 の 前 後 面 の 溝 に 結 合 さ れ る 壁 結 合 部 と
、 天 板 奥 行 方 向 で 少 な く と も 所 定 の 間 隔 を 有 す る 少 な く と も ２ 箇 所 の 天 板 結 合 部 と 、 ２ 箇
所 の 天 板 結 合 部 を 連 結 し た 連 結 部 と 、 該 連 結 部 の 中 間 部 分 か ら 下 方 へ 延 設 さ れ た 脚 部 と か
ら 成 る 天 板 支 持 脚 部 材 か 、 又 は 、 配 線 コ ア 体 の 前 後 面 の 溝 に 結 合 さ れ る 壁 結 合 部 と 、 該 結
合 部 か ら 天 板 裏 面 側 に 延 設 さ れ 当 該 天 板 の 裏 面 に 結 合 さ れ る 天 板 結 合 部 と か ら 成 る 側 面 視
大 略 「 状 に 形 成 し た 天 板 支 持 腕 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 配 線 コ ア 体 自 体 が な す 溝 の 両 端 部 に は 、 上 部 フ レ ー ム 用 の 支 柱 部 材 を 結 合 さ せ て
立 て 、 左 右 の 支 柱 部 材 に 上 部 梁 部 材 を 架 設 し て 上 部 フ レ ー ム を 形 成 し 、 当 該 梁 部 材 に 、 オ
ー バ ー ヘ ッ ド 型 の キ ャ ビ ネ ッ ト ， 液 晶 等 に よ る 平 板 状 の モ ニ タ ， シ ェ ル フ 用 の 棚 板 ， モ ニ
タ な ど を 載 せ る 小 天 板 な ど の オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 、 選 択 的 か つ 着 脱 自 在 に 架 装 で き る よ う
に し た 。 従 っ て 、 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 の 少 な く と も 内 面 に は 、 前 記 オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 架
装 す る た め の 接 合 部 を 簡 素 化 す る た め 、 長 さ 方 向 に 沿 っ て 少 な く と も １ 本 の 凹 溝 、 又 は 、
凸 条 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 本 発 明 デ ス ク で は 、 上 部 フ レ ー ム に 代 え て 或 は 上 部 フ レ ー ム と 併 用 し て 、 配 線 コ
ア 体 の 前 後 壁 に よ る 溝 部 に 、 そ の 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 に し て 門 型 フ レ ー ム 部 材 を 立 設 し た
り 、 或 は 、 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 に よ る 溝 部 に 配 線 用 の ト レ ー を 架 設 し た り 、 ま た 、 配 線 コ
ア 体 の 下 に 配 線 ダ ク ト や 幕 板 な ど を 吊 下 し て 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 上 記 本 発 明 デ ス ク に お け る 配 線 コ ア 体 の 上 方 側 に は 、 そ の コ ア 体 の 前 後 壁 に 支 持
さ せ て 当 該 コ ア 体 と 一 体 化 さ れ る 固 定 型 の パ ネ ル や 一 部 分 の 組 立 ， 分 解 を 可 能 に し た ブ ロ
ッ ク 型 の パ ネ ル 、 或 は 、 配 線 コ ア 体 の 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 な 移 動 型 の パ ネ ル を 設 置 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 デ ス ク に お い て は 、 配 線 コ ア 体 の 長 さ は 、 一 例 と し て 、 1200mmか ら 200mm刻 み で 1
800mmま で 、 そ し て ロ ン グ タ イ プ と し て 2400mmの も の が あ る 。 従 っ て 、 配 線 コ ア 体 に 結 合
し て 取 付 け ら れ る デ ス ク 用 天 板 の う ち 主 天 板 は 、 前 記 コ ア 体 に 結 合 さ れ る 長 辺 及 び ／ 又 は
当 該 長 辺 と 直 角 に 交 わ る 短 辺 の 長 さ が 、 前 記 コ ア 体 の 各 長 さ で あ る 1200mm～ 1800mm、 或 は
、 2400mmに 見 合 う 長 さ の も の 、 或 は 、 短 辺 の 長 さ が 配 線 コ ア 体 の 前 記 各 長 さ の 整 数 分 の 一
の 長 さ の も の が 使 用 さ れ る こ と に よ り 、 シ ス テ マ テ ィ ッ ク な 複 合 形 の デ ス ク を 自 在 に 展 開
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ ら の サ イ ズ 違 い の 主 天 板 で は 、 典 型 的 な 長 方 形 か ら 手 前 側 の 辺 の 一 部 を 凹 状 に 弯 曲
さ せ た も の （ 或 は 、 逆 に 凸 状 に 弯 曲 さ せ た も の ） ま で 種 々 の 形 態 の も の が あ る 。 そ し て 、
前 記 主 天 板 は 、 そ の 長 辺 又 は 短 辺 の 長 さ を 選 択 す る と 共 に 、 選 択 し た 天 板 の 長 辺 又 は 短 辺
を 配 線 コ ア 体 に 天 板 支 持 部 材 を 介 し て 結 合 す る こ と に よ り 、 天 板 の 向 き を 変 え た 態 様 で の
配 設 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 デ ス ク に 用 い る 天 板 に は 、 上 記 主 天 板 の ほ か そ の 主 天 板 を 補 完 し た り 、 ミ ー テ ィ
ン グ 用 の 小 天 板 空 間 を 形 成 す る 、 或 は 、 主 天 板 上 を 広 く 使 用 す る た め モ ニ タ を 載 せ る た め
の モ ニ タ 用 小 天 板 な ど 、 補 助 的 役 割 の 補 助 天 板 が あ る 。 本 発 明 に お け る 上 記 の 各 天 板 は 、
前 記 配 線 コ ア 体 に お け る 前 後 面 に 結 合 さ れ る 天 板 支 持 脚 部 材 又 は 天 板 支 持 腕 部 材 に 支 持 さ
れ る こ と に よ り 、 配 線 コ ア 体 に 結 合 さ れ て 各 天 板 が デ ス ク を 形 成 す る 。 な お 、 天 板 支 持 腕
部 材 を 介 し て 配 線 コ ア 体 に 結 合 さ れ る 主 天 板 及 び 補 助 天 板 は 、 そ の 手 前 側 に 柱 状 の サ ポ ー
ト 用 支 脚 を 備 え た も の が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 デ ス ク で は 、 左 右 側 壁 と 前 後 壁 を 具 備 し て 上 面 を 開 放 し た 横 長 溝 状 に 形 成 し 、 か
つ 、 左 右 両 側 に 自 立 用 脚 部 を 設 け た 横 長 溝 型 状 で 溝 内 部 を 配 線 ス ペ ー ス と す る 配 線 コ ア 体
を 形 成 し 、 こ の 配 線 コ ア 体 の 一 つ 、 又 は こ れ を 連 結 し た も の に 、 種 々 の サ イ ズ ， 形 態 の 天
板 を そ の 長 辺 又 は 短 辺 に お い て 近 接 さ せ て 配 置 す る と 共 に 、 そ の 天 板 を 天 板 支 持 脚 部 材 又
は 天 板 支 持 腕 部 材 を 選 択 的 に 用 い て 取 付 け る こ と に よ り 、 同 じ 天 板 或 は 異 な る 天 板 を 組 合
せ た 複 数 か つ 複 合 形 の デ ス ク を 展 開 で き る よ う に し た の で 、 従 来 の 展 開 形 の デ ス ク に 比 べ
よ り 拡 張 さ れ た 形 態 の 複 合 形 デ ス ク を 容 易 か つ 迅 速 に 展 開 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 本 発 明 デ ス ク に つ い て 、 様 々 な 形 態 の デ ス ク を 形 成 す る た め の 核 と な る 配 線 コ ア 体
の 構 成 と 、 こ の 配 線 コ ア 体 に 取 付 け ら れ て デ ス ク を 構 成 す る た め の 様 々 な パ ー ツ や 部 材 と
の 関 係 に つ い て 、 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 デ ス ク に お け る 配 線 コ ア 体 の 一 例 の 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の 配 線 コ ア 体 の 正
面 図 、 図 ３ は 図 ２ の 配 線 コ ア 体 の 平 面 図 、 図 ４ は 図 １ の 配 線 コ ア 体 の 右 側 面 図 、 図 ５ は 図
１ の 配 線 コ ア 体 の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 、 図 ６ は 図 １ の 配 線 コ ア 体 の 左 右 側 壁 の 一 例 と し て 用
い る 側 壁 ブ ロ ッ ク の 形 態 を 例 示 し た 斜 視 図 、 図 ７ は 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 の 一 例 と し て 用 い
る 壁 状 梁 部 材 の 断 面 形 状 を 例 示 し た 斜 視 図 、 図 ８ は 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 に 取 付 け ら れ
る 天 板 支 持 脚 部 材 の 側 面 図 、 図 ９ は 図 ８ の 天 板 支 持 脚 部 材 の 左 側 面 図 、 図 10は 図 ８ の 天 板
支 持 脚 部 材 の 平 面 図 、 図 11は 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 取 付 け た 図 ８ ～ 図 10の 天 板 支 持 脚 部 材
の 斜 視 図 、 図 12は 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 に 取 付 け ら れ る 短 い 方 の 天 板 支 持 腕 部 材 の 例 の
側 断 面 図 、 図 13は 図 12の 支 持 腕 部 材 の 高 さ を 変 更 し た 側 面 図 、 図 14は 長 い 方 の 天 板 支 持 腕
部 材 の 例 の 長 さ を 省 略 し た 要 部 の 側 断 面 図 、 図 15は 図 14の 天 板 支 持 腕 部 材 を 連 結 し た 配 線
コ ア 体 に 取 付 け た 状 態 の 斜 視 図 、 図 16は 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 と 図 ８ ～ 図 10の 天 板 支 持
脚 部 材 と 主 天 板 を 用 い て 構 成 し た 本 発 明 デ ス ク の 第 一 例 の 側 断 面 図 、 図 17は 図 16の 本 発 明
デ ス ク の 斜 視 図 、 図 18は 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 と 図 12の 短 い 方 の 天 板 支 持 腕 部 材 と 主 天
板 を 用 い て 構 成 し た 本 発 明 デ ス ク の 第 二 例 の 側 断 面 図 、 図 19は 様 々 な 平 面 形 状 の 主 天 板 を
用 い て 形 成 し た 複 数 体 の 本 発 明 デ ス ク を レ イ ア ウ ト し た 例 を 示 す 平 面 図 、 図 20は 本 発 明 デ
ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板 の 第 一 例 の 斜 視 図 、 図 21は 本 発 明 デ ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板
の 第 二 例 の 斜 視 図 、 図 22は 本 発 明 デ ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板 の 第 三 例 の 斜 視 図 、 図 23は
本 発 明 デ ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板 の 第 四 例 の 斜 視 図 、 図 24は 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 の 溝 に
架 装 さ れ る 移 動 可 能 な 略 門 型 を な す 移 動 フ レ ー ム の 一 例 の 斜 視 図 、 図 25は 配 線 コ ア 体 の 前
後 壁 の 溝 に 吊 設 さ れ る 配 線 ダ ク ト の 一 例 の 斜 視 図 、 図 26は 配 線 ダ ク ト の 取 付 構 造 例 の 要 部
の 断 面 図 、 図 27は 配 線 コ ア 体 の 下 部 に 設 け ら れ る 幕 板 の 一 例 の 斜 視 図 、 図 28は 幕 板 の 取 付
構 造 例 の 要 部 の 断 面 図 、 図 29は 配 線 コ ア 体 に 立 設 し た 固 定 パ ネ ル の 斜 視 図 、 図 30は 配 線 コ
ア 体 に 立 設 し た 下 部 が 分 解 で き る 固 定 パ ネ ル の 斜 視 図 、 図 31は 配 線 コ ア 体 に 立 設 し た 移 動
で き る パ ネ ル の 斜 視 図 、 図 32は 図 30の パ ネ ル の 構 成 を 説 明 す る た め の 長 さ 方 向 の 中 間 を 省
略 し た 正 面 図 、 図 33は 図 32の パ ネ ル の 側 面 図 、 図 34は パ ネ ル の 立 設 構 造 の 要 部 を 示 す 断 面
図 、 図 35は 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 の 着 脱 構 造 を 説 明 す る た め の 要 部 を 示 す 正 面 図 、
図 36は 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 の 着 脱 構 造 を 説 明 す る た め の 要 部 を 示 す 断 面 図 、 図 37
は 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 の 着 脱 構 造 を 説 明 す る た め の 要 部 を 示 す 断 面 図 、 図 38は 図
30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 を 取 外 し て 配 線 コ ン セ ン ト な ど の 投 込 み が で き る 状 態 を 説 明 す
る た め の 斜 視 図 、 図 39は 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 に コ ン セ ン ト ボ ッ ク ス を 取 付 け た 状
態 の 斜 視 図 、 図 40は 配 線 コ ア 体 の 上 に 設 け る パ ネ ル 付 120度 扇 形 補 助 天 板 の 斜 視 図 、 図 41
は 遮 蔽 パ ネ ル 付 扇 形 天 板 を 主 天 板 に 拡 張 し て 配 線 コ ア 体 に 取 付 け て 形 成 し た 本 発 明 デ ス ク
の 例 の 平 面 図 、 図 42は 配 線 コ ア 体 の 上 方 に 立 設 さ れ る 上 部 フ レ ー ム の 例 の 斜 視 図 、 図 43は
図 42の 上 部 フ レ ー ム の 長 さ 方 向 中 間 を 省 略 し た 要 部 の 正 面 図 、 図 44は 図 42の 上 部 フ レ ー ム
の 側 面 図 、 図 45は 上 部 フ レ ー ム に 架 装 し た オ ー バ ー ヘ ッ ド キ ャ ビ ネ ッ ト の 例 を 示 す 斜 視 図
、 図 46は オ ー バ キ ャ ビ ネ ッ ト の 取 付 構 造 例 を 示 す 要 部 の 断 面 図 、 図 47は 上 部 フ レ ー ム に 架
装 し た 液 晶 モ ニ タ の 例 の 斜 視 図 、 図 48は 配 線 コ ア 体 に 天 板 と 適 宜 の オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選
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択 し て 取 付 け 本 発 明 デ ス ク に 展 開 す る 一 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 49は 配 線 コ ア 体 に 天 板 と 適 宜
の オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 本 発 明 デ ス ク に 展 開 す る 別 の 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 50
は 配 線 コ ア 体 に 天 板 を 選 択 し て 取 付 け 本 発 明 デ ス ク に 展 開 す る 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 51は 連
結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的 に 応 じ た 本 発
明 デ ス ク を 展 開 す る 第 一 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 52は 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ
プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的 に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 二 例 を 示 す 斜 視
図 、 図 53は 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的
に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 三 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 54は 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天
板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的 に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 四
例 を 示 す 斜 視 図 、 図 55は 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し
て 取 付 け 目 的 に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 五 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 56は 連 結 し た 配 線
コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的 に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を
展 開 す る 第 六 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ５ に 本 発 明 デ ス ク に 使 用 す る 配 線 コ ア 体 BCの 例 を 示 す 。 こ れ ら の 図 の 配
線 コ ア 体 BCに お い て 、 １ ， ２ は こ の 配 線 コ ア 体 BCの 左 右 側 壁 と し て 用 い た 金 属 製 の 、 よ り
具 体 的 に は ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト 製 の 側 壁 ブ ロ ッ ク で 、 一 例 と し て 、 図 ６ に 例 示 す る 形 態 ，
構 成 を 具 備 す る 。 な お 、 左 右 の ブ ロ ッ ク １ ， ２ は 同 じ 構 成 で あ る か ら 、 以 下 、 側 壁 ブ ロ ッ
ク １ に つ い て 説 明 す る 。
　 即 ち 、 図 ６ に 例 示 し た 側 壁 ブ ロ ッ ク １ は 、 上 面 を 略 凹 状 を な す 凹 部 1aに 形 成 し た ブ ロ ッ
ク 体 で 、 各 面 に 次 の 各 接 合 部 1b～ 1gが 形 成 さ れ て い る 。 ま ず 、 上 面 に は 後 述 す る 上 部 フ レ
ー ム の 支 柱 部 材 を 接 合 し て 取 付 け る た め の ビ ス や ボ ル ト な ど を 取 付 け る た め の 穴 な ど に よ
る 上 面 接 合 部 1bが 形 成 さ れ て い る 。 下 面 に は 、 後 述 す る 自 立 脚 部 材 を 接 合 し て 取 付 け る た
め の ボ ル ト や ビ ス の た め の ネ ジ 穴 な ど に よ る 下 面 接 合 部 1cが 形 成 さ れ て い る 。 前 面 と 後 面
の 略 全 幅 に は 後 述 す る 天 板 支 持 部 材 を 接 合 し て 取 付 け る た め の 水 平 な 凹 溝 な ど に よ る 前 面
接 合 部 1dと 後 面 接 合 部 1eが 形 成 さ れ て い る 。 こ の 接 合 部 1dと 1eの 溝 は 図 示 し た 例 で は 左 右
方 向 に 貫 通 し て い な い が 、 貫 通 し て い て も よ い 。 更 に 、 こ の ブ ロ ッ ク １ の 左 ， 右 側 面 （ 又
は 、 ど ち ら か の 一 側 面 ） の 隅 部 近 く に は 、 後 に 述 べ る 配 線 コ ア 体 BCの 前 後 壁 と し て 用 い る
壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ を 接 合 す る た め の ビ ス や ボ ル ト な ど の 取 付 穴 に よ る 接 合 部 1fと 、 こ の ブ
ロ ッ ク １ 同 士 を 接 合 す る た め ボ ル ト 等 を 装 着 す る た め の 穴 に よ る 接 合 部 1gが 形 成 さ れ て い
る 。 な お 、 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ は 、 鉄 板 な ど の 金 属 板 を 曲 げ た り 溶 接 な ど に よ り 接 合 し て
形 成 し た も の で も よ い 。 ま た 、 側 壁 ブ ロ ッ ク ２ の 構 成 は 凹 部 2aか ら 接 合 部 2gま で の 構 成 が
、 前 記 ブ ロ ッ ク １ の 対 応 す る 構 成 1a～ 1gと 同 一 構 成 で 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ３ ， ４ は 、 図 ７ に 端 面 （ 断 面 ） 形 状 を 例 示 し た が 、 上 記 ２ つ の 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ を 、
両 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 側 面 を 対 向 さ せ て 適 宜 距 離 、 例 え ば 、 1200～ 2400mm程 度 離 隔 し て 配 置
し た と き 、 当 該 両 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 前 ， 後 面 に 揃 え て 配 設 す る と 共 に 、 両 ブ ロ ッ ク １ ， ２
の 側 面 に 形 成 し た 接 合 部 1fの ４ 個 の ボ ル ト 穴 に 挿 入 し た ボ ル ト 杆 に よ っ て こ の ブ ロ ッ ク １
， ２ に 接 合 さ れ 、 当 該 ブ ロ ッ ク １ ， ２ と 結 合 一 体 化 さ れ る 配 線 コ ア 体 BCの 前 後 壁 を な す 壁
状 梁 部 材 で あ る 。 こ の 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ の 内 面 に は 、 長 さ 方 向 に 形 成 し た 上 ， 下 の 凹 部 3d
(4d)と 、 両 凹 部 に 挟 ま れ た 略 中 央 部 に 凸 部 3e(4e)を 形 成 し 、 こ れ ら の 上 ， 下 の 凹 部 と 凸 部
3d， 3e(4d， 4e)が 、 後 述 す る オ プ シ ョ ン 等 の 取 付 部 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 配 線 コ ア 体 BCの 前 後 壁 で あ る 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ は 、 図 ７ に 例 示 す る よ う に 、 そ れ
ぞ れ の 外 面 側 に 前 記 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ に お け る 凹 溝 に よ る 前 面 接 合 部 1dと 後 面 接 合 部 1e
の 溝 に 連 続 す る 凹 溝 3aと 4aを 具 備 し て い る 。 ま た 、 こ の 梁 部 材 ３ ， ４ は 、 夫 々 の 上 下 端 近
傍 に 、 前 記 ブ ロ ッ ク １ ， ２ に お け る ４ つ の 穴 に よ る 接 合 部 1fに 対 応 さ せ て 設 け た 、 例 え ば
ナ ッ ト 部 材 な ど の 雌 ネ ジ に よ る ボ ル ト 受 部 3b， 3c、 同 4b， 4cを 具 備 し て い る 。 な お 、 前 記
梁 部 材 ３ ， ４ は 、 鋼 板 を 曲 げ 加 工 し て 形 成 す る こ と に よ り 、 内 面 の 凹 部 3d(4d)や 凸 部 3e(4
e)、 或 は 、 外 面 の 凹 溝 3a， 4aな ど を 形 成 す る が 、 強 度 面 や 加 工 面 か ら 凹 溝 3a(4a)の 補 強 部
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材 、 或 は 、 ボ ル ト 受 け 部 3b， 3c(4b， 4c)を 形 成 す る た め の 部 材 を 所 要 部 位 に 挿 入 な ど に よ
り 設 け る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 に 述 べ た 前 後 の 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ は 、 左 右 の 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 対 向 面 間 に 挟 ま
れ る よ う に 配 置 し 、 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 側 面 ４ 箇 所 の ボ ル ト 穴 に よ る 接 合 部 1fか ら ボ ル
ト 杆 （ 図 示 せ ず ） を 挿 入 し 、 こ れ ら の ボ ル ト 杆 を 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ に お け る 夫 々 の ボ ル ト
受 け 部 3b， 3c、 同 4b， 4cに 螺 入 締 結 す る こ と に よ り 、 左 右 の 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ と 前 後 の
壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ と は 剛 体 的 に 結 合 一 体 化 さ れ た 横 長 溝 型 状 を な す ブ ロ ッ ク 状 結 合 体 に 形
成 さ れ る 。 前 記 ブ ロ ッ ク 状 結 合 体 は 、 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ の 両 端 部 に 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ を
挟 持 し た 形 態 、 或 は 、 一 体 成 形 し た 形 態 に よ っ て 形 成 す る こ と も で き る 。 ま た 、 こ の ブ ロ
ッ ク 状 結 合 体 の 平 面 形 状 は 横 長 の 矩 形 枠 状 乃 至 横 長 口 字 状 を 呈 す る も の で あ る 。 な お 、 上
記 ブ ロ ッ ク 状 結 合 体 の 外 面 に 形 成 さ れ る 凹 溝 (1d， 1e)3a， 4aは 、 当 該 結 合 体 の 前 面 又 は 後
面 の 一 方 に 形 成 し た も の も あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 ブ ロ ッ ク 状 結 合 体 に お け る 左 右 の 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ に お け る 下 面 の ２ つ の ボ ル ト
穴 に よ る 結 合 部 1c(2c)に は 、 自 立 脚 部 材 ５ を 形 成 す る ２ 本 の 脚 柱 5a， 5bが 当 て が わ れ 、 両
脚 柱 5a， 5bの 上 端 部 に 形 成 し た ボ ル ト 受 （ 図 １ ～ 図 ５ に は 表 わ れ な い 固 定 ナ ッ ト 部 材 5c，
5d、 図 16参 照 ） に 、 前 記 接 合 部 1c， 2cの 穴 か ら 挿 入 さ れ た ボ ル ト 杆 （ 図 示 せ ず ） が 螺 入 緊
締 さ れ て 、 こ の ブ ロ ッ ク 結 合 体 に 自 立 脚 部 材 ５ が 取 付 け ら れ 、 こ れ に よ り 本 発 明 デ ス ク に
専 用 さ れ る 横 長 溝 型 状 を な し 、 そ の 溝 の 内 部 を 配 線 ス ペ ー ス と す る 配 線 コ ア 体 BCの 一 例 が
形 成 さ れ る （ 図 １ ～ 図 ５ 参 照 ） 。 な お 、 図 ３ ， 図 ５ に お い て Tcは 、 配 線 コ ア 体 BCの 壁 状 梁
部 材 ３ ， ４ の 内 面 に お け る 下 方 の 凹 部 3d， 4dに 縁 辺 を 係 止 さ せ て 着 脱 自 在 に 配 置 し た 配 線
ト レ ー で 、 該 ト レ ー 同 士 の 隙 間 ｇ や 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 内 面 と 当 該 ト レ ー Tcの 左 ， 右 外
側 辺 と の 隙 間 ｇ を 通 し て 床 か ら の 配 線 を 、 配 線 コ ア 体 BCが な す 溝 部 内 に 導 入 し て 、 こ の ト
レ ー Tcの 上 に 置 い た り ト レ ー 上 を 左 右 に 通 し た り す る こ と が 出 来 る 。 前 記 ト レ ー は 、 後 述
の 図 16， 図 34に も 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ７ に よ り 説 明 し た 配 線 コ ア 体 BCは 、 使 用 す る 自 立 脚 部 材 ５ が 前 後 に 位 置 し た ２
本 の 脚 柱 5a， 5bに よ り 形 成 さ れ て い る の で 、 床 に 静 置 す れ ば 自 立 す る 。 従 っ て 、 自 立 脚 部
材 ５ は 、 図 示 し な い が 、 前 後 幅 の あ る 接 地 面 を 有 す る 逆 Ｔ 状 の １ 本 脚 柱 や 前 後 幅 の あ る 縦
長 パ ネ ル 状 の 脚 体 な ど 自 立 性 の あ る 脚 部 材 で 代 替 す る こ と も で き る 。 図 １ ～ 図 ５ に お い て
、 5eは 前 後 の 脚 柱 5aと 5bを 結 合 す る 連 結 部 材 、 5fは 脚 柱 5a， 5bの 下 端 に 設 け た ア ジ ャ ス タ
、 5gは 前 記 連 結 部 材 5eの 部 分 を 覆 う カ バ ー で あ る 。 本 発 明 で は 自 立 脚 部 材 ５ を 設 け た 配 線
コ ア 体 BCは 、 そ れ 同 士 の 少 な く と も ２ 本 以 上 を 、 対 面 し た 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ に お け る 連
結 用 接 合 面 1gの ボ ル ト 穴 に ボ ル ト 杆 を 通 し て ナ ッ ト な ど で 緊 締 す る こ と に よ り 、 連 結 配 線
コ ア 体 BCを 形 成 す る こ と が で き る 。 配 線 コ ア 体 BC同 士 の 連 結 に お い て は 、 前 記 連 結 部 材 5e
同 士 に お い て も 連 結 す る と 、 配 線 コ ア 体 BC同 士 の よ り 強 固 な 結 合 一 体 化 を 図 る こ と が で き
る 。 な お 、 配 線 コ ア 体 BCの 連 結 数 は ２ 本 に 限 ら れ る も の で は な く 、 そ れ 以 上 の 本 数 を 連 結
し て も よ く 、 そ の 場 合 に お い て の 連 結 さ れ た 配 線 コ ア 体 BCの 結 合 強 度 は 上 記 の 場 合 と 同 等
で あ る 。 ま た 、 連 結 さ れ た 各 配 線 コ ア 体 BCは 、 各 コ ア 体 BCの 溝 部 が 、 左 右 の 側 壁 ブ ロ ッ ク
１ ， ２ の 上 面 が 凹 陥 し た 凹 部 1aに 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 連 結 コ ア 体 BCの 全 長 に お い
て 貫 通 す る こ と と な り 、 従 っ て 、 連 結 コ ア 体 の 長 さ 方 向 の 任 意 の 場 所 、 と り わ け 側 壁 １ ，
２ 同 士 の 接 合 部 お い て さ え も 、 投 込 み 配 線 が 可 能 と い う 特 長 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の 単 独 又 は 連 結 さ れ た 配 線 コ ア 体 BCの 前 後 面 に は 、 図 ８ ～ 図 11に よ り 説 明 す る 天 板
支 持 脚 部 材 ６ 、 或 は 、 図 12～ 図 15に よ り 説 明 す る 長 さ が 異 な る ２ 種 類 の 天 板 支 持 腕 部 材 ７
を 、 図 16や 図 17に 例 示 す る よ う に 、 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 前 ， 後 面 の 凹 溝 に よ る 接 合 部 1d
， 1e、 乃 至 、 当 該 接 合 部 1d， 1eに 連 続 し た 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ の 凹 溝 3a， 4aの 任 意 の 位 置 に
お い て 結 合 さ せ て 取 付 け る 。 前 記 支 持 部 材 ６ ， ７ は 、 連 結 さ れ た 配 線 コ ア 体 BCに 跨 っ て 結
合 さ せ て 取 付 け る こ と も で き る 。 従 っ て 、 図 19に 例 示 し た 本 発 明 デ ス ク の レ イ ア ウ ト 例 の
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各 デ ス ク に 用 い て い る 種 々 の 平 面 形 状 を 有 す る 主 天 板 ８ ～ 12、 或 は 、 図 20～ 図 23に 例 示 し
た 補 助 天 板 13～ 16を 、 前 記 支 持 脚 部 材 ６ 及 び ／ 又 は 支 持 腕 部 材 ７ に 支 持 さ せ て 当 該 配 線 コ
ア 体 BCに 取 付 け 、 基 本 的 構 成 の 本 発 明 デ ス ク の 例 を 形 成 す る こ と が 出 来 る （ 図 16～ 図 18参
照 ） 。 そ こ で 、 天 板 支 持 脚 部 材 ６ と 天 板 支 持 腕 部 材 ７ に つ い て 、 次 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 図 ８ ～ 図 11に 示 し た 天 板 支 持 脚 部 材 ６ は 、 配 線 コ ア 体 BCに お け る 側 壁 ブ ロ ッ ク １
(2)と 壁 状 梁 部 材 ３ (4)に 形 成 さ れ た 接 合 部 1d（ 1e） の 溝 と 凹 溝 3a(4a)に 、 垂 直 面 に 設 け た
ナ ッ ト 62aを 有 す る ボ ル ト 61aに よ っ て 結 合 さ れ る と 共 に 、 前 記 ナ ッ ト 62aが 支 持 さ れ る 前
記 接 合 部 1d(1e)の 溝 又 は 凹 溝 3a(4a)に 嵌 入 す る 当 該 ナ ッ ト 62aと 同 じ 高 さ に 並 列 し て 設 け
た 位 置 決 め 用 の 複 数 の 、 図 の 例 で は 4個 の 凸 部 63aを 具 備 し た 壁 結 合 部 6aと 、 天 板 裏 面 を そ
の 奥 行 き 方 向 の 前 後 ２ 箇 所 で 下 面 か ら 支 持 す る 短 柱 状 の 天 板 結 合 部 6b， 6cと 、 両 結 合 部 6b
， 6cを 連 結 す る 連 結 部 6dと 該 連 結 部 6dの 中 間 部 分 か ら 下 方 へ 斜 め に 延 び た 脚 部 6eか ら 成 る
。 な お 、 61b， 61cは 前 記 結 合 部 6b， 6cの 上 端 に 設 け た 天 板 受 座 、 62b， 62cは 前 記 受 座 の 脚
体 で あ る 。 ま た 、 結 合 部 6b， 6cは ３ 箇 所 又 は そ れ 以 上 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 支 持 脚 部 材 ６ に お け る 壁 結 合 部 6aは 、 前 方 側 （ 天 板 の 奥 側 ） の 天 板 結 合 部 6bの 前 面
に 垂 直 面 を 有 し て 形 成 さ れ 、 前 記 側 壁 ブ ロ ッ ク １ (2)の 接 合 部 1d(1e)の 溝 又 は ／ 及 び 壁 状
梁 部 材 ３ (4)の 凹 溝 3a(4a)に 前 記 凸 部 63aを 嵌 入 さ せ る と 共 に 、 当 該 溝 又 は 凹 溝 3a(4a)の 内
部 に ナ ッ ト の 膨 出 部 が 係 止 さ れ る こ と に よ り 保 持 さ れ る 膨 出 駒 状 の ナ ッ ト 62a（ ボ ル ト 61a
に 予 め 螺 装 さ れ て い て 前 記 凹 溝 3a(4a)に 挿 入 さ れ る ） に 、 当 該 壁 結 合 部 6aに 設 け た ボ ル ト
穴 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る ボ ル ト 61aを 回 転 す る こ と に よ り 、 前 記 ナ ッ ト 62aを 凹 溝 3a(4a)
の 内 面 に 緊 締 さ せ 、 こ れ に よ っ て 支 持 脚 部 材 ６ が 配 線 コ ア 体 BCに 緊 密 に 一 体 化 さ れ た 状 態
で 取 付 け ら れ る こ と と な る （ 図 11， 図 16， 図 17参 照 ） 。 な お 、 ４ 個 の 凸 部 63aの う ち 、 中
央 部 の 2個 の 凸 部 63aは 、 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ を 連 結 す る と き 、 両 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 前 後 面
に 設 け た 貫 通 し な い 凹 溝 に よ る 接 合 部 1d(1e)と 2d(2e） の 非 貫 通 部 分 を 両 外 側 か ら 挟 持 す
る こ と に よ り 、 両 ブ ロ ッ ク １ と ２ の 結 合 の 位 置 決 め 作 用 を す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 こ こ で 、 天 板 支 持 脚 部 材 ６ に お け る 前 後 の 天 板 結 合 部 6b， 6cは 、 短 か 目 の 筒 状 体 と 、
上 端 部 に 水 平 な 天 板 受 座 61b， 61cを 有 す る 脚 体 62b， 62cと に よ り 形 成 し 、 筒 状 体 に 脚 体 62
b， 62cを 挿 入 し て 、 該 挿 入 脚 体 62b， 62cの 高 さ を ス ク リ ュ 式 ア ジ ャ ス タ や ピ ン 式 ア ジ ャ ス
タ な ど に よ り 昇 降 位 置 決 め で き る 上 下 ア ジ ャ ス タ 機 構 6fを 具 備 し て い る 。 な お 、 6gは 脚 部
6eの 下 端 に 設 け た ア ジ ャ ス タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 本 発 明 デ ス ク に 用 い る も う 一 つ の 天 板 支 持 部 材 で あ る 天 板 支 持 腕 部 材 ７ は 、 図 12
， 図 13に 例 示 す る よ う に 、 上 記 の 支 持 脚 部 材 ６ に お け る 壁 結 合 部 6aの 結 合 構 造 と 同 じ 要 領
で 、 即 ち 、 ボ ル ト 杆 と ナ ッ ト 部 材 に よ り 側 壁 ブ ロ ッ ク １ (2)又 は ／ 及 び 壁 状 梁 部 材 ３ (4)に
お け る 接 合 部 1d(1e)又 は ／ 及 び 凹 溝 3a(4a)に 結 合 さ れ る 垂 直 部 7aと 、 こ の 垂 直 部 7aの 上 端
か ら 天 板 の 裏 面 側 に 水 平 に 延 び る 水 平 部 7bを 有 す る ほ ぼ 倒 Ｌ 状 を な す 主 部 材 と 、 前 記 垂 直
部 7bの 背 面 側 に お い て 側 壁 ブ ロ ッ ク １ (2)又 は 壁 状 梁 部 材 ３ (4)の 上 部 に 係 止 さ れ る 鉤 状 の
係 止 部 材 7cと 、 主 部 材 と 係 止 部 材 7cを 結 合 す る ボ ル ト 7d、 主 部 材 の 垂 直 部 7bを 前 記 の 接 合
部 1d(1e)又 は 凹 溝 3a(4a)に 結 合 す る ナ ッ ト 71e付 の ボ ル ト 7e、 並 び に 、 前 記 ボ ル ト 7d， 7e
を 取 付 け る た め 、 等 ピ ッ チ で 複 数 個 設 け た ボ ル ト 穴 7fと か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 12， 図 13に 示 し た 天 板 支 持 腕 部 材 ７ は 、 垂 直 部 7aに 縦 方 向 に 等 ピ ッ チ で 複 数 の ボ ル ト
穴 7fを 具 備 し て い る の で 、 側 壁 ブ ロ ッ ク １ (2)と 壁 状 梁 部 材 ３ (4)へ の 取 付 高 さ （ 水 平 部 7b
の 上 面 ［ 天 板 の 支 持 面 ］ の 高 さ ） が 調 整 可 能 で あ る 。 垂 直 部 7aの 梁 部 材 ３ (4)へ の 取 付 け
高 さ を 選 択 し て 、 天 板 ８ の 高 さ を 選 択 す る 場 合 に は 、 一 定 高 さ の 側 壁 ブ ロ ッ ク １ (2)又 は
梁 部 材 ３ (4)に 合 せ て 垂 直 部 7aの 背 面 に お け る 係 止 部 7c取 付 位 置 の 高 さ を 予 め 接 合 ボ ル ト 7
dに よ り 調 節 し て お き 、 こ の 係 止 部 7cを 側 壁 ブ ロ ッ ク １ (2)や 梁 部 材 ３ (4)の 上 部 に 係 止 さ
せ て か ら 、 垂 直 部 7aを ボ ル ト 7eに よ り 固 定 す る （ 図 13参 照 ） 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-102737 A 2005.4.21



【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 デ ス ク で は 、 天 板 支 持 腕 部 材 ７ の 水 平 部 7bの 長 さ が 図 12， 図 13に 例 示 し た も の に
よ り 長 く 形 成 し た タ イ プ も 用 い る 。 即 ち 、 図 14， 図 15に 例 示 す る よ う に 水 平 部 7bを も っ と
長 く 、 具 体 的 に は 、 支 持 す る 主 天 板 ８ な ど の 奥 行 き 量 （ 前 後 幅 ） よ り 少 し 短 い 程 度 乃 至 中
間 程 度 の 長 さ に 形 成 し た も の で あ る 。 こ の 天 板 支 持 腕 部 材 ７ も 、 配 線 コ ア 体 BCに 対 す る 取
付 高 さ を 、 先 に 説 明 し た 短 か い 支 持 腕 部 材 ７ と 同 じ 要 領 で 変 更 で き る 構 成 を 備 え て い る 。
従 っ て 、 図 14， 図 15に お い て 、 図 12， 図 13と 同 一 部 材 又 は 同 一 部 位 を 示 す も の と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 で は 、 主 天 板 ８ ～ 12を 上 記 ２ 種 の 支 持 腕 部 材 ７ で 支 持 す る 場 合 で あ っ て 、 そ の 水
平 部 7bの 長 さ が 短 か い 図 12， 図 13の 支 持 腕 部 材 ７ で 天 板 を 支 持 す る 場 合 に は 、 図 18に 例 示
す る よ う に 、 取 付 け る 天 板 ８ ～ 12の 支 持 腕 部 材 ７ に 支 持 さ れ な い 側 を 、 上 端 部 に 高 さ 調 節
機 構 を 内 臓 し た 天 板 支 持 部 17aを 、 ま た 下 端 部 に ア ジ ャ ス タ 17bを 具 備 し た 支 脚 17に よ り 支
持 す る よ う に 、 こ の 支 脚 17を 設 け る 。 こ れ は 、 短 か 目 の 支 持 腕 部 材 ７ と 支 脚 17に よ っ て 使
用 す る 天 板 ８ ～ 12な ど の 天 板 (図 20～ 図 23も 参 照 )を 両 持 ち 支 持 す る た め で あ る 。 従 っ て 、
図 14， 図 15の 例 の よ う に 水 平 部 7bが 長 い 天 板 支 持 腕 部 材 ７ を 使 用 す る 場 合 に は 、 通 常 、 支
脚 17を 用 い る こ と は な い 。 な お 、 こ の こ と は 本 発 明 に 用 い る 天 板 に 支 脚 17の 使 用 を 排 除 す
る 趣 旨 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 デ ス ク に 使 用 さ れ る 主 天 板 ８ ～ 12の 平 面 形 状 の 例 は 、 図 19に 示 し た 様 々 な 態 様 に
形 成 さ れ た 複 数 セ ッ ト の 本 発 明 デ ス ク を レ イ ア ウ ト し た 例 に お い て 各 本 発 明 デ ス ク に 用 い
た 通 り で あ る が 、 主 天 板 形 態 は 図 19に 例 示 し た も の に 限 ら れ る 訳 で は な い 。 最 も 一 般 的 な
長 方 形 の 主 天 板 ８ は 、 長 辺 が 1200mmか ら 200mmピ ッ チ で 1400～ 1800mmま で と 2400mmの も の
、 並 び に 、 前 記 天 板 の １ ／ ２ 長 の 700mm、 800mmで 、 短 辺 が 650～ 750mm程 度 の 天 板 で あ っ て
、 い ず れ も 奥 行 き が 700mm～ 750mm程 度 に 形 成 し た も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 19に レ イ ア ウ ト 例 を 示 し た 本 発 明 の 各 デ ス ク に お い て 用 い ら れ た 上 記 長 方 形 の 主 天 板
８ 以 外 の 主 天 板 ９ ～ 12の う ち 、 主 天 板 ９ は 、 そ の 手 前 側 を な だ ら か な 凹 状 弯 曲 面 9aに 形 成
さ れ て い る 。 同 じ く 、 主 天 板 10は 、 そ の 右 側 の 前 後 幅 （ 奥 行 き ） を 手 前 側 の 辺 に お い て 凸
彎 曲 状 に な だ ら か に 広 げ た 異 形 の 主 天 板 の 例 で あ る 。 ま た 、 図 19に お け る 主 天 板 11は 、 上
記 天 板 10と 同 じ 趣 旨 で 、 右 側 の 奥 行 き を 広 げ た 異 形 の 主 天 板 で あ る が 、 手 前 側 の 辺 を 円 弧
状 に 凹 陥 11aさ せ た 形 態 で あ る 点 で 異 な っ て い る 。 な お 、 図 19に お け る も う 一 つ の 異 形 主
天 板 12は 、 左 側 に 90度 の コ ー ナ ー 部 が な い 点 で 上 記 の 主 天 板 10， 11と 異 な る 。 こ れ ら の 主
天 板 ９ ～ 12の サ イ ズ も 、 主 天 板 ８ と 同 じ か ほ ぼ 同 様 の 仕 様 の も の を 用 い る 。 ま た 、 図 19の
符 号 13で 示 す 主 天 板 は 、 後 に 図 20に よ り 述 べ る 半 円 形 の 補 助 天 板 13よ り も 径 を 大 き く し た
も の を 主 天 板 と し て 用 い て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た 各 主 天 板 ８ ～ 12は 、 直 線 状 を な す 長 辺 又 は 短 辺 の い ず れ か の 縁 部 分 を 、 配 線 コ
ア 体 BCに お け る 前 ， 後 の 壁 状 梁 部 材 ３ 又 は ４ の 上 辺 に 重 ね る 形 で 、 天 板 支 持 脚 部 材 ６ 又 は
天 板 支 持 腕 部 材 7に よ っ て 配 線 コ ア 体 BCに 結 合 一 体 化 さ れ て 本 発 明 デ ス ク の 例 に 構 成 さ れ
て い る （ 図 16～ 図 18参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 19に 例 示 し た 各 本 発 明 デ ス ク で は 、 使 用 し た 主 天 板 ８ ～ 12の 脇 な ど に 図 20～ 図 23に 例
示 し た 補 助 天 板 13～ 16を 適 用 す る こ と が で き る 。 各 補 助 天 板 13～ 16は 、 主 天 板 ８ ～ 12の 脇
や 主 天 板 ８ ～ 12と 同 様 に 配 線 コ ア 体 BCに 対 向 さ せ て 設 け 、 先 に 述 べ た ２ 種 類 の 長 さ の 異 な
る 天 板 支 持 腕 部 材 ７ な ど に よ り 配 線 コ ア 体 BC、 或 は 、 主 天 板 ８ ～ 12に 結 合 さ れ 、 支 脚 17に
よ っ て 補 助 的 に 支 持 さ れ 、 主 天 板 ８ ～ 12の 拡 張 的 利 用 、 或 は 、 ミ ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル な ど
と し て 利 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 に 説 明 し た 本 発 明 デ ス ク の 例 は 、 配 線 コ ア 体 BCに 主 天 板 ８ ～ 12、 或 は 、 補 助 天 板 13
～ 16を 取 付 け た 例 で 、 前 記 コ ア 体 BCの 上 方 又 は 下 方 に オ プ シ ョ ン パ ー ツ な ど が 装 着 さ れ な
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い 例 で あ っ た が 、 本 発 明 デ ス ク で は 、 配 線 コ ア 体 BCに お け る 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ が 形 成 す る
溝 の 内 側 の 凹 部 3d， 4dや 凸 部 3e， 4e、 或 は 、 当 該 梁 部 材 ３ ， ４ の 外 面 側 の 溝 3a， 4aを 利 用
し て 、 図 24～ 図 28に よ り 説 明 す る 幕 板 19や 配 線 ダ ク ト 20な ど の オ プ シ ョ ン パ ー ツ 、 或 は 、
図 29～ 図 39に よ り 説 明 す る 机 上 型 の 各 種 パ ネ ル 21～ 23、 図 19や 図 51～ 図 56に 示 し た 各 本 発
明 デ ス ク に 使 用 し て い る 種 々 の 大 き さ の サ イ ド パ ネ ル 28や エ ン ド パ ネ ル 29、 図 40に よ り 説
明 す る モ ニ タ な ど 載 置 用 の 扇 形 小 天 板 30、 図 45， 図 46に 例 示 す る オ ー バ ー ヘ ッ ド キ ャ ビ ネ
ッ ト 37や モ ニ タ Dmな ど の オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 取 付 け る た め の 上 部 フ レ ー ム UF（ 図 42～ 図 44
参 照 ） を 装 着 す る こ と が で き る の で 、 こ れ ら に つ い て 以 下 に 順 次 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 、 図 24は 、 配 線 コ ア 体 BCに お け る 前 後 の 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ が な す 溝 部 の 内 面 に 形 成
し た 凸 部 3e， 4eを 利 用 し て 、 そ の 凸 部 3e， 4e上 に 移 動 可 能 に 立 設 し た 正 面 視 略 門 形 を な す
移 動 形 フ レ ー ム 18の 斜 視 図 で あ る 。 こ の フ レ ー ム 18は 、 前 記 梁 部 材 ３ ， ４ の 凸 部 3e， 4eを
上 ， 下 か ら 挟 む よ う に し て 載 架 さ れ た 平 板 状 の 取 付 ベ ー ス （ 図 33， 34参 照 、 図 33， 34で は
符 号 24aと 24b） に 、 水 平 な 支 柱 基 部 を 支 持 さ せ 、 該 基 部 の 上 に 壁 状 梁 部 材 ３ 又 は ４ の い ず
れ か の 側 に 偏 位 さ せ て 立 設 し た 左 右 位 置 の 支 柱 18aと 18bの 上 端 に 、 横 ビ ー ム 材 18cを 横 架
結 合 し て 形 成 さ れ て お り 、 一 例 と し て 液 晶 モ ニ タ Dmを 横 ビ ー ム 材 18cの 上 で 左 右 方 向 に 移
動 可 能 に 装 着 す る た め の も の で あ る 。 支 柱 18a， 18bを 壁 状 梁 部 材 ３ 又 は ４ の 一 方 に 偏 位 さ
せ て 設 け る の は 、 い ず れ か 一 方 の 梁 部 材 ３ 又 は ４ の 側 の 主 天 板 ８ ～ 12の 使 用 者 の た め に モ
ニ タ を 設 け る か ら で あ る 。 従 っ て 、 主 天 板 ８ な ど が 配 線 コ ア 体 BCを 挟 ん で 両 面 に 設 け ら れ
る と き は 、 上 記 支 柱 18a， 18bと 横 ビ ー ム 材 18cに よ る 移 動 フ レ ー ム 18は 、 配 線 コ ア 体 BCの
溝 部 に 前 後 ダ ブ ル 形 態 で 立 設 さ れ る 。 こ の 液 晶 モ ニ タ Dmは 、 こ の フ レ ー ム 18を 梁 部 材 ３ ，
４ に お け る 凸 部 3e， 4eに 沿 っ て 取 付 ベ ー ス を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て も 左 右 位 置 を 変 更 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 25は 、 配 線 コ ア 体 BCに お け る 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ の 凸 部 3e， 4e或 は 凹 部 3d， 4dの 段 部 下
辺 を 利 用 し て 着 脱 自 在 に 吊 下 設 置 し た 、 例 え ば 、 箱 状 や ダ ク ト 状 を な す 配 線 ダ ク ト 19の 斜
視 図 で あ る 。 こ の ダ ク ト 19は 、 一 例 と し て 図 26に 示 す よ う に 、 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ の 内 面 に
形 成 し た 下 方 の 凹 部 3d， 4dに 係 止 し て 設 け る 吊 子 部 材 19a， 19bに 、 当 該 ダ ク ト 19の 上 部 辺
の 折 返 部 19c， 19dを 係 止 す る こ と に よ り 、 配 線 コ ア 体 BCの 溝 部 の 下 方 に 吊 下 し て 設 け ら れ
る 。 本 発 明 に お い て 、 配 線 ダ ク ト 19の 吊 設 形 態 は 、 上 記 構 成 に 限 ら れ る も の で は な い 。 図
26に お い て 、 19eは 、 吊 子 部 材 19a， 19bに 設 け た 吊 子 部 材 19a， 19bの 凹 部 3d， 4dか ら の 離
脱 を 防 ぐ ス ト ッ パ 部 材 で あ る 。 本 発 明 デ ス ク で は 、 こ の 配 線 ダ ク ト 19に 代 え 、 又 は 、 配 線
ダ ク ト 19と 併 用 し て 、 前 記 凸 部 3e， 4e、 或 は 、 凹 部 3d， 4dの 段 部 下 辺 に 、 図 示 し な い が 、
板 状 乃 至 皿 状 の 配 線 ト レ ー Tc（ 図 ５ ， 図 18， 図 34参 照 ） を 着 脱 自 在 に 載 架 し て 設 け る こ と
も あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 27は 、 上 記 配 線 コ ア 体 BCに お け る 梁 部 材 ３ ， ４ が 形 成 す る 溝 内 面 の 凸 部 3e， 4e、 或 は
、 凹 部 3d， 4dの 下 辺 な ど を 利 用 し そ こ に 吊 下 支 持 さ せ て 設 け た 幕 板 20の 斜 視 図 で あ る 。 上
記 幕 板 20の 取 付 構 造 の 一 例 を 、 図 28に 示 す 。 即 ち 、 図 28で は 、 ほ ぼ 横 向 き Ｌ 字 状 の 支 持 ア
ー ム 20aの 一 端 を 、 こ の ア ー ム 20aの 端 部 に 設 け た 鉤 状 部 材 20bに よ っ て 、 壁 状 梁 部 材 ４ （
又 は ３ ） の 下 位 の 凹 部 4dに 引 掛 け 、 こ の ア ー ム 20aの 他 端 を 幕 板 20の 上 端 面 に 結 合 す る 一
方 、 当 該 幕 板 20の 下 端 面 を 連 結 ア ー ム 20cに よ り 自 立 脚 部 材 ５ に お け る 連 結 部 材 5eに 連 結
す る こ と に よ り 、 幕 板 20を 配 線 コ ア 体 BCの 溝 部 の ほ ぼ 真 下 に 吊 設 し て い る の で あ る 。 上 記
幕 板 20の 材 質 、 或 は 、 そ の 上 下 幅 や 左 右 幅 は 適 宜 選 択 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 デ ス ク に お け る 配 線 コ ア 体 BCに お け る 前 後 の 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ が 形 成 す る 溝 に は
、 図 29～ 図 31に 示 す 形 態 の 各 パ ネ ル 21， 22， 23を 立 設 し て 設 け る こ と が で き る 。 こ こ で 、
図 29と 図 30の パ ネ ル 21， 22は 、 配 線 コ ア 体 BCの 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ が な す 溝 に 立 設 し た 支 柱
に 、 当 該 コ ア 体 BCと 略 同 幅 の パ ネ ル 21と パ ネ ル 22を そ れ ぞ れ に 支 持 さ せ た 位 置 固 定 タ イ プ
の パ ネ ル で あ る が 、 図 30の 固 定 パ ネ ル 22は 、 そ の 下 半 部 22aが 着 脱 自 在 の 構 造 を 具 備 し た
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パ ネ ル で あ る 。 こ の 着 脱 構 造 の 点 に つ い て は 図 34～ 図 36に よ り 後 に 詳 述 す る 。 一 方 、 図 31
は 、 図 24の 移 動 フ レ ー ム 18の 場 合 と 同 様 に 配 線 コ ア 体 BCの 長 さ 方 向 に お い て 移 動 可 能 に し
て 設 け た パ ネ ル 23で あ る 。 上 記 の 各 パ ネ ル 21～ 23に 共 通 し た 取 付 構 造 に つ い て は 、 図 33，
図 34に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 即 ち 、 上 記 の 各 パ ネ ル 21～ 23は 、 図 33と 図 34に 例 示 し た よ う に 、 配 線 コ ア 体 BCに お け る
壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ が 形 成 す る 溝 内 面 側 の 凸 部 3e， 4eに 載 架 さ れ 、 当 該 凸 部 3e， 4eを 上 下 か
ら 挟 持 す る 上 ベ ー ス 24aと 下 ベ ー ス 24bを ビ ス 等 に よ っ て 緊 締 す る こ と に よ り 前 記 凸 部 3e，
4eに 着 脱 可 能 に 取 付 け ら れ る 当 該 取 付 ベ ー ス 24に 、 水 平 な 基 部 25aに お い て 固 定 立 設 さ れ
る ほ ぼ 逆 Ｔ 状 を な す 左 右 の 支 柱 25が 、 前 記 各 パ ネ ル 21～ 23を 支 持 す る こ と に よ り 、 配 線 コ
ア 体 BCに 取 付 け ら れ る 。 Tcは 、 先 に も 述 べ た が 配 線 コ ア 体 BCの 溝 内 部 に お け る 下 方 の 凹 部
3e， 4eに 架 設 し た 着 脱 式 の 配 線 用 ト レ ー で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 上 記 固 定 パ ネ ル 22に お け る 下 半 部 22aの 着 脱 構 造 の 一 例 に つ い て 、 図 35～ 図 37に
よ り 説 明 す る 。 図 30と 図 32の パ ネ ル 22の 下 半 部 22aは 、 図 35～ 図 37に 示 す よ う に 、 パ ネ ル 2
2の 上 部 本 体 側 の 下 部 内 面 と 支 柱 25の 外 面 に 形 成 し た 隙 間 26に 挿 込 ま れ る 挿 込 片 22bを 上 部
に 有 し 、 下 部 内 面 に 、 支 柱 25の 外 面 に 設 け た 係 止 ボ タ ン 27の 細 く な っ た 首 部 27aに 係 止 さ
れ る 穴 22cを 設 け て 、 パ ネ ル 下 半 部 22aを 形 成 す る 表 と 裏 の パ ネ ル 体 22a′ が 形 成 さ れ て い
る 。 従 っ て 、 図 36の 断 面 図 に 示 す 状 態 で 装 着 さ れ て い る パ ネ ル 下 半 部 22aの 表 と 裏 の パ ネ
ル 体 22a′ を そ れ ぞ れ 図 36に 矢 印 で 示 す 上 方 へ 少 し 持 上 げ て 穴 22cの 中 央 に 係 止 ボ タ ン 27を
位 置 付 け る と 、 図 37の 状 態 に な る の で 、 当 該 下 半 部 の パ ネ ル 体 22a′ の 下 部 を 手 前 側 に 引
く と 、 穴 22cが 係 止 ボ タ ン 27か ら 外 れ る の で 、 こ の 状 態 で パ ネ ル 下 半 部 22aを 形 成 し て い る
表 と 裏 の パ ネ ル 体 22a′ を 、 逐 次 、 図 36に 矢 印 で 示 す 下 方 へ 引 け ば 、 パ ネ ル 下 半 部 22aを 形
成 す る 表 と 裏 の パ ネ ル 体 22a′ は 支 柱 25並 び に パ ネ ル 22の 上 部 本 体 側 か ら 離 脱 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 30， 図 32に 示 し た 下 半 部 22aが 取 外 せ る 固 定 パ ネ ル 22に お い て は 、 の 下 半 部 22aが 取 外
せ る の で 、 パ ネ ル 22を 配 線 コ ア 体 BCに 取 付 け た ま ま で 下 半 部 22aを 取 外 す こ と に よ り 、 当
該 配 線 コ ア 体 BCの 壁 状 梁 部 材 ３ ， ４ が な す 溝 を コ ー ド 類 の 収 容 部 と し て 利 用 す る と き 、 図
38に 例 示 す る よ う に そ の コ ー ド 類 Caや コ ン セ ン ト Coな ど の 付 属 機 器 を 出 入 れ す る た め の 上
下 方 向 の ス ペ ー ス が 形 成 で き 、 従 っ て 、 こ の パ ネ ル 22の 下 半 部 22aが い わ ゆ る 投 入 み 配 線
等 の ア ク セ ス の 邪 魔 に な る こ と が な い 。 ま た 、 上 記 固 定 パ ネ ル 22の 下 半 部 22aは 、 内 部 が
中 空 の 表 ， 裏 の パ ネ ル 体 22a′ に よ り 内 部 中 空 の サ ン ド イ ッ チ 構 造 で あ る か ら 、 図 39に 例
示 す る よ う に 、 下 半 部 22aを 形 成 す る 表 裏 の パ ネ ル 体 22a′ の 表 面 に 、 挿 込 口 を 略 45度 な ど
、 適 宜 角 度 の 傾 斜 面 に 形 成 し た コ ン セ ン ト ボ ッ ク ス Cbを 設 け る こ と が で き る 。 こ の コ ン セ
ン ト ボ ッ ク ス Cbは 、 図 29， 図 31に 示 し た パ ネ ル 21と 23に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 中 心 角 （ 又 は 挟 み 角 ） 120度 の パ ネ ル 付 扇 形 小 天 板 30に つ い て 、 図 40に よ り 説 明
す る 。 こ の 扇 形 小 天 板 30は 、 中 心 角 が 120度 の 扇 形 状 で あ り 、 配 線 コ ア 体 BCの 溝 部 内 側 の
凸 部 3e， 4eを 利 用 し て ２ 本 の 支 柱 31を 立 設 し 、 こ の 支 柱 31の 上 端 側 に 、 奥 行 方 向 の 中 間 部
分 を 支 持 さ せ て 取 付 け ら れ て お り 、 こ の 扇 形 小 天 板 30の 奥 側 に は 当 該 天 板 30の 縁 に 沿 っ て
挟 み 角 が 略 120度 の 遮 蔽 パ ネ ル 32が 設 け ら れ て い る 。 こ の 小 天 板 30は 図 40に 例 示 す る よ に
パ ソ コ ン PC等 の モ ニ タ Dmを 載 置 し て 、 手 前 側 の 主 天 板 ８ な ど を 広 く 利 用 で き る よ う に す る
た め に 用 い る 。 な お 、 前 記 支 柱 31を 配 線 コ ア 体 BCの 溝 部 内 の 凸 部 3e， 4eに 取 付 け る 構 造 は
、 一 例 と し て 、 図 34に よ り 説 明 し た パ ネ ル 21～ 23の 支 持 構 造 と 同 じ も の を 用 い る が 、 他 の
構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 の 扇 形 小 天 板 30は 、 そ の 奥 行 方 向 の 略 中 間 部 に お い て 支 柱 31に 支 持 さ れ る 関 係 上 、
当 該 天 板 30の 奥 行 量 の 略 １ ／ ２ は 、 配 線 コ ア 体 BCを 跨 い で 、 向 う 側 の 主 天 板 ８ 側 に 突 出 す
る 。 そ こ で 、 こ の 遮 蔽 パ ネ ル 32を 備 え た 小 天 板 31を 、 図 19の レ イ ア ウ ト 例 や 図 57に 例 示 す
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る よ う に 、 配 線 コ ア 体 BCに 関 し 向 う 側 と 手 前 側 で 、 互 い 違 い に 交 互 に 設 置 す る と 、 配 線 コ
ア 体 BCを 挟 ん で 両 側 に 設 け ら れ た 主 天 板 ８ な ど に 、 ジ グ ザ グ 状 に パ ネ ル 32を 配 し た 態 様 の
本 発 明 デ ス ク の 例 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 上 記 扇 形 天 板 30の 構 成 を 拡 張 し 、 図 41に 例 示 す る よ う に 遮 蔽 パ ネ ル 32′ を
具 備 し た 扇 形 の 主 天 板 30′ を 、 連 結 配 線 コ ア 体 BCに 取 付 け て 本 発 明 デ ス ク を 構 成 す る こ と
も で き る 。 図 41の 本 発 明 デ ス ク で は 、 頂 角 が 120度 の 扇 形 の 主 天 板 30′ を 、 配 線 コ ア 体 BC
を 挟 ん で ジ グ ザ グ 状 を な す よ う に 配 置 す る こ と に よ り 、 各 天 板 30′ を 使 用 す る 者 の 略 中 央
部 位 の 奥 行 き 量 を 大 き く し た 例 で あ る 。 こ の デ ス ク で は 各 天 板 30′ の 奥 行 き 量 が 大 き い 中
央 部 位 に 、 パ ソ コ ン PC等 の 機 器 を 設 置 す る よ う に す れ ば 、 天 板 面 を ス ペ ー ス 効 率 よ く 使 用
す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 各 パ ネ ル 32′ に は 、 コ ン セ ン ト ボ ッ ク ス Cbを 設 け て お き 、
各 コ ン セ ン ト ボ ッ ク ス Cbに 、 配 線 コ ア 体 BCか ら 所 要 な 配 線 を 取 込 ん で 接 続 す れ ば 、 所 要 の
配 線 が 天 板 上 に 現 れ な い の で 見 映 え も 良 好 に な る 。 上 記 の 各 天 板 30′ と 配 線 コ ア 体 BCの 結
合 に は 、 支 持 腕 部 材 ７ を 用 い 、 ま た 、 各 天 板 30′ の 手 前 側 に は 支 脚 17を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の 段 落 ［ ０ ０ ３ ６ ］ か ら 段 落 ［ ０ ０ ４ ５ ］ ま で の 説 明 は 、 本 発 明 デ ス ク に お い て 、
配 線 コ ア 体 BCが 具 備 す る 断 面 溝 状 部 が 具 備 し た 形 態 を 利 用 し て 種 々 の パ ネ ル や オ プ シ ョ ン
パ ー ツ な ど を 装 着 す る よ う に し た 例 で あ る が 、 本 発 明 デ ス ク で は 、 図 42～ 図 44に よ り 次 に
説 明 す る 上 部 フ レ ー ム UFを 配 線 コ ア 体 BCに 立 設 し 、 こ の 上 部 フ レ ー ム UFに オ プ シ ョ ン パ ー
ツ な ど を 装 着 で き る 構 成 を 採 る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 42～ 図 44に 例 示 す る よ う に 、 上 記 フ レ ー ム UFは 、 前 後 ２ 本 の 支 柱 体 33a， 33bを 、 そ の
下 部 を １ 本 の 基 部 33cの 上 部 に 連 結 ブ ロ ッ ク 33dを 介 し て 結 合 し た 形 に 形 成 し た フ レ ー ム 支
柱 33を 配 線 コ ア 体 BCに お け る 左 右 の 側 壁 ブ ロ ッ ク １ ， ２ の 上 面 凹 部 1aに 形 成 し た 接 合 部 1b
に 立 て 、 こ の 左 右 の フ レ ー ム 支 柱 33の 前 後 両 面 の 上 段 部 、 又 は 、 上 段 部 と 中 段 部 な ど に 、
前 面 に オ プ シ ョ ン パ ー ツ な ど の 係 着 用 凹 溝 34aと 35aを 形 成 し た 横 ビ ー ム 材 34と 35を 前 後 幅
が あ る 支 柱 体 33a， 33bの 前 後 両 面 に 架 設 し て 形 成 さ れ る 。 尚 、 図 42～ 図 44の 例 で は 、 左 右
の フ レ ー ム 支 柱 33， 33の 上 端 部 に 結 合 ビ ー ム 材 36が 架 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 の 上 部 フ レ ー ム UFは 、 図 45に 例 示 す る よ う に 、 結 合 ビ ー ム 材 36に 支 持 さ せ る か 、 或
は 、 該 ビ ー ム 36を 跨 ぎ 上 部 の 横 ビ ー ム 材 34に 支 持 さ せ て 、 オ ー バ ヘ ッ ド キ ャ ビ ネ ッ ト 37を
装 着 し た り 、 図 47に 例 示 す る よ う に 、 上 段 や 中 段 の 横 ビ ー ム 材 34又 は 35に 液 晶 モ ニ タ Dmを
装 着 し た り 、 或 は 、 図 48に 例 示 す る よ う に シ ェ ル フ を 形 成 す る 棚 板 38を 少 な く と も 一 枚 或
は ２ 段 設 け る な ど 、 様 々 な オ プ シ ョ ン 部 品 を 着 脱 自 在 に 架 装 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 46は 、 オ ー バ ヘ ッ ド キ ャ ビ ネ ッ ト 47を 横 ビ ー ム 材 34と 結 合 ビ ー ム 材 36に 取 付 け る 構 造
の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 前 記 キ ャ ビ ネ ッ ト 47は 、 そ の 底 壁 47aを 、 前 記 ビ ー ム 材 34， 3
6に マ ウ ン ト し た 架 台 48の 上 面 に ボ ル ト な ど に よ り 結 合 し て 取 付 け ら れ る 。 架 台 48は 、 結
合 ビ ー ム 材 36に そ の 上 面 か ら 被 せ る よ う に 装 着 さ れ る 断 面 が 大 略 横 長 Ｔ 状 を な す 架 台 ベ ー
ス 48Aと 、 該 ベ ー ス 48Aの 両 翼 部 48aに 結 合 さ れ 、 か つ 、 手 前 側 が 結 合 ビ ー ム 材 36を そ の 下
面 か ら 抱 持 す る 抱 持 部 48bに 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 前 端 側 が 横 ビ ー ム 材 34の 凹 溝 34aに 掛
止 さ れ る 掛 止 部 48cに 形 成 さ れ た 係 止 部 材 48Bと か ら 形 成 さ れ て い る 。 上 記 キ ャ ビ ネ ッ ト 47
は 、 そ れ を 支 持 す る 架 台 48が ベ ー ス 48Aと 係 止 部 材 48Bに よ っ て 横 ビ ー ム 材 34と 結 合 ビ ー ム
材 36に マ ウ ン ト さ れ た 形 態 で あ る か ら 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 47を ビ ー ム 材 の 長 さ 方 向 で 容 易 に 移
動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 以 上 に 述 べ た 配 線 コ ア 体 BC、 各 天 板 ８ ～ 16、 天 板 支 持 部 材 ６ ， ７ 、 上 部 フ レ ー ム
UF、 並 び に 、 種 々 の オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 使 用 し て 形 成 す る 本 発 明 デ ス ク の 具 体 的 態 様 に つ
い て 、 図 48以 降 の 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 48は 、 一 例 と し て ２ 本 の 配 線 コ ア 体 BCを 連 結 し た 連 結 コ ア 体 に 、 図 48で は 長 方
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形 の 主 天 板 ８ を ２ 枚 用 い る と 共 に 、 天 板 支 持 脚 部 材 ６ と 天 板 支 持 腕 部 材 ７ に よ り デ ス ク の
基 本 形 を 形 成 す る 一 方 、 ２ 本 の 配 線 コ ア 体 BCの 溝 部 に 、 図 29の 固 定 パ ネ ル 21と 上 部 フ レ ー
ム UFを 設 け 、 更 に 、 上 部 フ レ ー ム UFに 図 45の オ ー バ ー ヘ ッ ド キ ャ ビ ネ ッ ト 37を 設 け て 本 発
明 デ ス ク の 一 例 を 形 成 す る 状 態 を 示 し た 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 49は 、 ２ 本 の 連 結 し た 配 線 コ ア 体 BCに 短 い 方 の 天 板 支 持 腕 部 材 ７ に よ っ て 、 支 脚 17を
有 す る ２ 枚 の 主 天 板 ８ を 取 付 け て デ ス ク 基 本 形 を 形 成 す る と 共 に 、 こ の 基 本 デ ス ク に 固 定
パ ネ ル 21、 上 部 フ レ ー ム UF， オ ー バ ー キ ャ ビ ネ ッ ト 37の 各 パ ー ツ を 装 着 し 、 各 パ ー ツ の 装
設 形 態 を 図 48と 同 様 に 形 成 し た 本 発 明 デ ス ク の 別 の 例 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 50は 、 図 48の 構 成 の 本 発 明 デ ス ク の 例 に お い て 、 連 結 し た 配 線 コ ア 体 BCの 向 う 側 に も
、 天 板 支 持 脚 部 材 ６ と 長 い 方 の 天 板 支 持 腕 部 材 ７ と に よ り 長 方 形 の 天 板 ８ を 取 付 け て 、 連
結 配 線 コ ア 体 BCの 前 後 両 面 に 天 板 面 を 形 成 し た 本 発 明 デ ス ク の 他 の 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 51は 、 本 発 明 の 連 結 し た 配 線 コ ア 体 BCを 核 に し て 、 形 状 違 い ， 支 脚 17の 配 置 違 い の 主
天 板 ８ 半 円 形 天 板 16を 配 置 を 変 え て 取 付 け 、 夫 々 の 天 板 ８ と 天 板 16を ラ ン ダ ム 配 置 し た よ
う に 形 成 し た 本 発 明 デ ス ク の 他 の 例 の 一 つ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 51に お け る 半 円 形 天 板
16は 、 配 線 コ ア 体 BCの 溝 部 の 上 で ２ 枚 の 半 円 形 天 板 16の 直 線 辺 を 突 合 せ す る こ と に よ り 、
円 形 天 板 を 形 成 す る よ う に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 51～ 図 56は 、 配 線 コ ア 体 BCの ３ 本 以 上 を 連 結 し た 連 結 配 線 コ ア 体 を 核 に し て 、 様 々 な
主 天 板 を 始 め と し て 、 所 要 の パ ー ツ を 取 付 け る こ と に よ り 、 本 発 明 デ ス ク の 更 な る 展 開 例
を 示 し た も の で あ る 。 な お 、 図 51～ 図 56で 用 い た 各 パ ー ツ や 構 成 部 材 の 符 号 は 、 図 50ま で
に 用 い た 符 号 と 同 一 部 材 を 示 す も の と し て 用 い る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 デ ス ク と そ れ に 用 い る 配 線 コ ア 体 は 以 上 に 説 明 し た 通 り で あ っ て 、 各 面 に 接 合 部
を 設 け た 左 右 の 側 壁 ブ ロ ッ ク を 前 後 の 壁 状 梁 部 材 に よ っ て 結 合 し 、 前 記 ブ ロ ッ ク の 下 面 接
合 部 に 自 立 型 の 脚 部 材 を 設 け て 配 線 コ ア 体 を 形 成 し 、 こ の 配 線 コ ア 体 を 核 に し て 様 々 な デ
ス ク 形 態 を 展 開 す る こ と が で き る よ う に 形 成 し た の で 、 オ フ ィ ス に お け る 多 様 な デ ス ク 形
態 や ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 形 態 を 容 易 か つ 迅 速 に 展 開 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 上 記 配 線 コ ア 体 を 用 い て 形 成 す る デ ス ク は 、 様 々 な 平 面 形 状 の 天 板 を 配 線 コ ア 体
に 結 合 し て 取 付 け た 天 板 支 持 脚 部 材 及 び ／ 又 は 天 板 支 持 腕 部 材 に 支 持 さ せ る だ け で 様 々 な
形 状 の 天 板 形 状 を 有 す る 複 数 の デ ス ク を 形 成 で き る の で 、 こ の 面 で き わ め て 合 理 的 で あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 デ ス ク に お け る 配 線 コ ア 体 の 一 例 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ の 配 線 コ ア 体 の 正 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ の 配 線 コ ア 体 の 平 面 図
【 図 ４ 】 図 ２ の 配 線 コ ア 体 の 右 側 面 図
【 図 ５ 】 図 ２ の 配 線 コ ア 体 の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図
【 図 ６ 】 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 の 左 右 側 壁 の 一 例 と し て 用 い る 側 壁 ブ ロ ッ ク の 形 態 を 例
示 し た 斜 視 図
【 図 ７ 】 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 の 一 例 と し て 用 い る 壁 状 梁 部 材 の 断 面 形 状 を 例
示 し た 斜 視 図
【 図 ８ 】 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 に 取 付 け ら れ る 天 板 支 持 脚 部 材 の 側 面 図
【 図 ９ 】 図 ６ の 天 板 支 持 脚 部 材 の 左 側 面 図
【 図 １ ０ 】 図 ６ の 天 板 支 持 脚 部 材 の 平 面 図
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【 図 １ １ 】 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 取 付 け た 図 ８ ～ 図 10の 天 板 支 持 脚 部 材 の 斜 視 図
【 図 １ ２ 】 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 に 取 付 け ら れ る 短 い 方 の 天 板 支 持 腕 部 材 の 例 の 側 断 面
図
【 図 １ ３ 】 図 12の 支 持 腕 部 材 の 高 さ を 変 更 し た 側 面 図
【 図 １ ４ 】 長 い 方 の 天 板 支 持 腕 部 材 の 例 の 長 さ を 省 略 し た 要 部 の 側 断 面 図
【 図 １ ５ 】 図 14の 天 板 支 持 腕 部 材 を 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 取 付 け た 状 態 の 斜 視 図
【 図 １ ６ 】 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 と 図 ８ ～ 図 10の 天 板 支 持 脚 部 材 と 主 天 板 を 用 い て 構 成
し た 本 発 明 デ ス ク の 第 一 例 の 側 断 面 図
【 図 １ ７ 】 図 16の 本 発 明 デ ス ク の 斜 視 図
【 図 １ ８ 】 図 １ ～ 図 ５ の 配 線 コ ア 体 と 図 12の 短 い 方 の 天 板 支 持 腕 部 材 と 主 天 板 を 用 い て 構
成 し た 本 発 明 デ ス ク の 第 二 例 の 側 断 面 図
【 図 １ ９ 】 様 々 な 平 面 形 状 の 主 天 板 を 用 い て 形 成 し た 複 数 体 の 本 発 明 デ ス ク を レ イ ア ウ ト
し た 例 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 デ ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板 の 第 一 例 の 斜 視 図
【 図 ２ １ 】 本 発 明 デ ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板 の 第 二 例 の 斜 視 図
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 デ ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板 の 第 三 例 の 斜 視 図
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 デ ス ク で 使 用 さ れ る 補 助 天 板 の 第 四 例 の 斜 視 図
【 図 ２ ４ 】 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 の 溝 に 架 装 さ れ る 移 動 可 能 な 略 門 型 を な す 移 動 フ レ ー ム の
一 例 の 斜 視 図
【 図 ２ ５ 】 配 線 コ ア 体 の 前 後 壁 の 溝 に 吊 設 さ れ る 配 線 ダ ク ト の 一 例 の 斜 視 図
【 図 ２ ６ 】 配 線 ダ ク ト の 取 付 構 造 例 の 要 部 の 断 面 図
【 図 ２ ７ 】 配 線 コ ア 体 の 下 部 に 設 け ら れ る 幕 板 の 一 例 の 斜 視 図
【 図 ２ ８ 】 幕 板 の 取 付 構 造 例 の 要 部 の 断 面 図
【 図 ２ ９ 】 配 線 コ ア 体 に 立 設 し た 固 定 パ ネ ル の 斜 視 図
【 図 ３ ０ 】 配 線 コ ア 体 に 立 設 し た 下 部 が 分 解 で き る 固 定 パ ネ ル の 斜 視 図
【 図 ３ １ 】 配 線 コ ア 体 に 立 設 し た 移 動 で き る パ ネ ル の 斜 視 図
【 図 ３ ２ 】 図 30の パ ネ ル の 構 成 を 説 明 す る た め の 長 さ 方 向 の 中 間 を 省 略 し た 正 面 図
【 図 ３ ３ 】 図 32の パ ネ ル の 側 面 図
【 図 ３ ４ 】 パ ネ ル の 立 設 構 造 の 要 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ ５ 】 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 の 着 脱 構 造 を 説 明 す る た め の 要 部 を 示 す 正 面 図
【 図 ３ ６ 】 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 の 着 脱 構 造 を 説 明 す る た め の 要 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ ７ 】 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 の 着 脱 構 造 を 説 明 す る た め の 要 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ ８ 】 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 を 取 外 し て 配 線 コ ン セ ン ト な ど の 投 込 み が で き る
状 態 を 説 明 す る た め の 斜 視 図
【 図 ３ ９ 】 図 30， 図 32の パ ネ ル の 下 半 部 に コ ン セ ン ト ボ ッ ク ス を 取 付 け た 状 態 の 斜 視 図
【 図 ４ ０ 】 配 線 コ ア 体 の 上 に 設 け る パ ネ ル 付 120度 扇 形 補 助 天 板 の 斜 視 図
【 図 ４ １ 】 遮 蔽 パ ネ ル 付 扇 形 天 板 を 主 天 板 に 拡 張 し て 配 線 コ ア 体 に 取 付 け て 形 成 し た 本 発
明 デ ス ク の 例 の 平 面 図
【 図 ４ ２ 】 配 線 コ ア 体 の 上 方 に 立 設 さ れ る 上 部 フ レ ー ム の 例 の 斜 視 図
【 図 ４ ３ 】 図 42の 上 部 フ レ ー ム の 長 さ 方 向 中 間 を 省 略 し た 要 部 の 正 面 図
【 図 ４ ４ 】 図 42の 上 部 フ レ ー ム の 側 面 図
【 図 ４ ５ 】 上 部 フ レ ー ム に 架 装 し た オ ー バ ー ヘ ッ ド キ ャ ビ ネ ッ ト の 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ ６ 】 オ ー バ キ ャ ビ ネ ッ ト の 取 付 構 造 例 を 示 す 要 部 の 断 面 図
【 図 ４ ７ 】 上 部 フ レ ー ム に 架 装 し た 液 晶 モ ニ タ の 例 の 斜 視 図
【 図 ４ ８ 】 配 線 コ ア 体 に 天 板 と 適 宜 の オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 本 発 明 デ ス ク に
展 開 す る 一 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ ９ 】 配 線 コ ア 体 に 天 板 と 適 宜 の オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 本 発 明 デ ス ク に
展 開 す る 別 の 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ ０ 】 配 線 コ ア 体 に 天 板 を 選 択 し て 取 付 け 本 発 明 デ ス ク に 展 開 す る 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ １ 】 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的
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に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 一 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ ２ 】 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的
に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 二 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ ３ 】 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的
に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 三 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ ４ 】 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的
に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 四 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ ５ 】 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的
に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 五 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ ６ 】 連 結 し た 配 線 コ ア 体 に 、 天 板 と 様 々 な オ プ シ ョ ン パ ー ツ を 選 択 し て 取 付 け 目 的
に 応 じ た 本 発 明 デ ス ク を 展 開 す る 第 六 例 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ ， ２ 　 　 　 側 壁 ブ ロ ッ ク
　 ３ ， ４ 　 　 　 壁 状 梁 部 材
　 ５ 　 　 　 　 　 自 立 脚 部 材
　 ６ 　 　 　 　 　 天 板 支 持 脚 部 材
　 ７ 　 　 　 　 　 天 板 支 持 腕 部 材
　 ８ ～ 12　 　 　 主 天 板
　 13～ 16　 　 　 補 助 天 板
　 17　 　 　 　 　 支 脚
　 18　 　 　 　 　 移 動 型 フ レ ー ム
　 19　 　 　 　 　 配 線 ダ ク ト
　 20　 　 　 　 　 幕 板
　 21～ 23　 　 　 パ ネ ル
　 28， 29　 　 　 エ ン ド パ ネ ル
　 UF　 　 　 　 　 上 部 フ レ ー ム
　 33　 　 　 　 　 フ レ ー ム 支 柱
　 34， 35　 　 　 横 ビ ー ム 材
　 36　 　 　 　 　 結 合 ビ ー ム 材
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